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9 月 28 日（木）に鹿沼市民文化センターにおいて、ＰＴＡ
指導者研修Ⅱが行われました。上都賀地区小中高 PTA 連絡
会の役員と事務局である鹿沼東高校の教職員の皆様を中心に
運営され、約 150 名の参加を得て盛会のうちに終了しました。 
 はじめに、鹿沼市立東中学校PTA会長、清水浄氏に PTAの
活動について発表いただき、学校が地域と連携し、地域を盛り上
げていこうとする意欲にあふれた発表でした。 

嶋津良智氏には、「子どもを伸ばす『怒らない子育て』」という演
題で、自分の感情をコントロールしながら、子どもと、どのようにコミ
ュニケーションを取ったらよいかをテーマにお話をいただきました。その
日から実践できる考え方や方法が多く、参加者からは、「子育
て、生活、仕事などで役に立つ講話だった」「『伝わる』コミュニケー
ションを意識して、今後周りの人たちと接していきたい」など、今後
の子育てや仕事に役立てようという意欲にあふれた感想が寄せら
れました。 

事務局の皆様、お疲れ様でした。ありがとうございました。 

県内の中学生を対象としたとちぎ未来大使による「夢」
講座が、上都賀管内３校（鹿沼市立板荷中学校・南
摩中学校・日光市立東原中学校）で実施されました。 

実施後の各校の実施担当者の声を紹介いたします。
（※次年度の希望調査は２月頃の予定です。） 

上都賀教育事務所では、家庭教育支援者の方々向けに、フォローアップ研修を
行っています。本年度は、両市教育委員会に協力いただき、9 月 6 日（水）に鹿
沼市民情報センターにて実施いたしました。 

前半は、障害のある子供をもつ保護者の支援につなげるため、特別支援教育に
ついて、宇都宮大学大学院准教授の司城紀代美氏に講演をお願いしました。参
加者の感想の中には、「これからも、みんなを同じ人間として支援していけるため、私
たち自身にも一人一人特徴があることがあることを自覚しながら、人とかかわっていき
たいです。」などがありました。 

後半は、「思春期版」親学習プログラムの展開方法について演習を実施しました。
今後も各市と協力して継続的に各団体への支援をしたり、団体に所属していない修
了者（参加者）をフォローアップしたりしていきたいと思います。 

県立鹿沼東高校の第 1・2 学年の保護
者会の一環として、10月４日（水）と5 日
（木）に「思春期版」親学習プログラムを実
施しました。 

県教育委員会は、家庭の教育力の向上
を目指し、平成１７年度から親学習プログラ
ムの普及に取り組んでいます。今回は、親学
習研修修了者のチームの皆様（せせらぎ
会・チーム日光）に、ファシリテータをしていた
だきました。参加者の皆様からも、好評をいた
だき、上都賀教育事務所としても心強く感じ
ました。 

今後も、地区内に思春期版プログラムを
広げていけるようにしたいと考えています。引き
続き御理解と御協力をよろしくお願いします。 

 
  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

世界人権宣言の採択（１９４８年の第３
回国連総会）から来年で７０年を迎えます。 
日本では世界人権デー（「世界人権宣言」が
採択された１２月１０日）を最終日とする一
週間（１２月４～１０日）を「人権週間」と
しており、今年も各地で様々な取組が行われま
した。この期間中、「人権」についてじっくりと考え 
   る機会を設けた学校や人権啓発に取り組 

んだ公民館等もあったと思います。 
ふれあい学習課では、日頃見落としがち

な、人権についての「気づき」を促すワークショップ
などの出前講座を行っております。教職員研修
や公民館講座等にぜひご活用ください。 

１２月１０日（日）日光市豊岡公民館で実施しました（右写真参照）。 
『まが玉をつくろう！』 
 始めにまが玉の使われ方とその目的、材料、形についての説明を聞き、まが玉は大昔
（縄文～古墳時代）のアクセサリーであることを知りました。次に、まが玉作りです。硬い
石を扱うのは難しいため、今回は滑石という柔らかい石を使いました。参加者した児童は、
手を休めることなくそれぞれの世界で一つだけのオリジナルまが玉を作りました。 

人権に関する出前講座について 

上都賀 ふれあい 検索 

１１月８日、県立博物館職員が県
内各地の小学校を訪問し、収蔵資料を
紹介する「学校移動博物館」が日光市
立大桑小学校で開催されました。体育館
に、動物の化石や標本、埴輪など約 800
点が展示され、児童たちは興味深そうに
見入っていました。 

本事業は、児童が、幅広い分野の資
料に直接触れることができる貴重な機会
でしたが、今回の開催を最後に、３２年
間の歴史に幕が下ろされました。 

１ 期日：平成３０年２月２日（金） 
２ 会場：菊沢コミュニティセンター 
３ 対象者：教職員、行政職員、家庭教育関係者、

学校支援等関係者、地域活動実践者、
ＮＰＯ関係者、一般 

４ 内容：「Ｓhall we “協働”？ 
～みんなでコラボしませんか～」 

       行政、NPO、企業、民間団体などがブースを
出展して学校との協働、参加者同士のネット
ワークを築く場とします。 

『今、ここにいる、とい うこと』  『将来の夢の実 現に向けて』  『一億五千万 秒後の自 分』 
作家 水樹 涼子氏（板荷中学校）       声楽家 大貫裕子氏（南摩中学校）        レー シ ング ド ラ イ バ ー  塚越広 大 氏 （ 東 原 中 学 校 ）  

上都賀地区の社会教育・ふれあい学習に関する情報は・・・ 

生徒たちが、夢を
もつことや夢に向か
ってがんばることに対
して、とても肯定的に
捉えることができるよ
うになったと感じる。 

講話ではなく、職
員との対談形式で
行ったことにより、講
師を身近に感じるこ
とができた。 

板荷中学校 

話がとても分かりや
すく大貫氏の生き方
から多くのことを学び
取ることができた。 

生徒たちは、講話
の最後にプロの合唱
指導を受けられたこと
が一番うれしかったよ
うだ。 

機会があれば、大
貫氏のコンサートを生
で聴いてみたい。 

南摩中学校 

「夢を叶えるため
に は準 備が 必要」
「多くの人の支えに
感謝」という塚越氏
の生き方や経験をし
っかりと受 け止め、
自分の人生（夢の
実現）に生かしてい
きたいという感想が
多かった。東原中の
卒業生ということもあ
り、興味をもって聞くこ
とができた。 

東原中学校 


